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事事事事    業業業業    効効効効    果果果果     

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    
 

今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み     

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

    

    

    

    

    

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

    

    

事業名 子育て世代女性の再就労へ向けた環境づくり 

事業主体 

（連絡先） 

一般財団法人塩尻市振興公社 

（総務・まちづくり部門 53-6650） 

事業区分 ⑥産業振興、雇用拡大に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費   1,123,106 円（うち支援金：  898,000     円） 

 

①女性の再就職の為の意識改革 

ワークライフバランスを図る 

②ファイナンシャル・キャリアの見

直し 

③インターンシップ制度の構築 

④継続的な就労支援の仕組み作り

と構築 

※自己評価【    AAAA    】 

【理由】 

事業計画の元、全ての事業を行い、 

その内容は、全て今後へ生かす事

の出来る結果を産み出す事が出来

た為。 

【【【【子育て子育て子育て子育てと仕事を両立と仕事を両立と仕事を両立と仕事を両立する方法の講する方法の講する方法の講する方法の講

演会の様子演会の様子演会の様子演会の様子】】】】    

 

    【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】    

1.「子どもと共に築く人生」を多種多様な経験者からの

お話を聞く事により、子育て期の女性が描く就労の形や

再就職に向けた準備を、あえて講演会等の時間を設ける

事により、考える機会を与える事が出来た。 

2.セミナーには、子育て世代の女性がワークライフバラ

ンスを見つめなおす機会を得る事が出来、各ワークショ

ップにおいては具体的に数字に表わす作業と書き出す

作業を行う事により、具体的な方向性を見つけ出し前進

する手助けが出来た。 

3.インターンシップ（就労体験）制度の構築と受入企業

等の開拓を行い、実際に就労体験を実施し継続中です。 

1.女性の再就職に必要な意識改革 

「子どもと共に築く人生」を考える講演会を実施 

「子育て・家族・これからの就労」テーマのパネルディ

スカッション 

「子育てしながら働く」環境に関するパンフレットの発

行 1,000部 

2.女性の就労に必要なライフデザイン 

ファイナンシャル・キャリアデザインセミナー（1 回）

ファイナンシャル・キャリアデザインワークショップ

（各 3回全 6回）開催 

3.女性の就労につながる企業や農家等の関係づくり 

インターンシップ（就労体験）受入企業等の開拓と実施 

 

今年度、弊社で「子春日和」(子が三人で日日和む)と称した理想の家族実現サロンを会員制で組

織しました。「女性として、ママとして、一個人として」輝き、笑顔で家族といくるライフステ

ージを送って頂くための支援を、今事業で培ったノウハウや経験・結果等を活かし、一番の目的

である女性の就労支援を行い、またその為のインターンシップ制度の拡大と継続を行っていく。 


